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特集 福祉農業

日本における園芸療法の実情と海外の園芸療法の実際

小浦誠吾*

〔キーワード〕田園芸療法，園芸福祉，社会園芸学，

資格制度

1 園芸療法の歴史的背景と

アメリカにおける園芸療法

1600年初期には，園芸療法のための植物園が英国

のオックスフォード大学に設立され， 18世紀には，

米国の精神科医療の父と呼ばれるべンジャミン・

ラッシュ (Be吋aminRush)博士は I土を掘る行為

は精神病患者に治療効果があるJと，園芸療法が精

神疾患を持つ人々に効果があることを公式に報告

した (Home1974). その後， 20世紀にはいると各

国で園芸療法的な治療行為が散見され，精神科だけ

でなく外科の身体障害系の疾患にも採用され始め

た (Ringle1997). 

米国では 1940年代から 1950年代にかけて，入院

中の退役軍人へのリハビリテーションとして広く

実施された.第二次世界大戦開始当初の中退役兵の

ための病院では，園芸療法は治療項目に入っていな

かったが，徐々に社会復帰に向けた園芸療法の多面

的な効果が認められるようなり，退役兵のためのリ

ハビリテーションとして注目されるようになった.

その後，様々な国において様々な名称および考え方

で園芸療法的な活動が広がっていき，それぞれの主

義・主張がある.とくにイギリスでは， 1792年には

精神病院ヨーク収容所で小動物の飼育と共にガー

デニングが取り入れらており，早くから自然の力を

治療に活用しようとする動きが認められていた.

しかしながら，後に述べる資格制度の確立などの

面において世界をリードしてきたのはアメリカで

あるため，園芸療法の起源や歴史的背景はアメリカ

園芸療法協会 (AHTA) の見解を中心に， 日本で園

芸療法の実践を最初に行ったとされるグロッセ

(1995)の解説に沿って述べることとする.

<起源>

古代エジブ。トにおいて，医者が患者に対し庭園散

策を薦めていたことが判明している (Melwood

e九州保健福祉大学保健科学部作業療法学科 <SeigoKoura) 

Horticultural Training Center 1980). その後， 18世

紀以降には草創期，変革期を経て近年の成長期を迎

えることになる.

<草創期>

18 世紀~20 世紀半ば第二次世界大戦までの時期

を指し，主に精神障害者や精神薄弱者を収容してい

る施設で，自給自足や患者の日課を目的にスター卜

した.この頃から農作業が，治療効果にもつながる

ことが認められはじめたとされている.イギリスの

Leonard Maeger医師は，早くから園芸の療法的効果

を認めており， 1699年には「暇な時聞があったら，

庭に出て穴を掘ったり，座ったり，草取りをしなさ

い.これほど健康を保つのに良い方法はない」と述

べている.

<変革期>

第2次世界大戦およびベトナム戦争におけるアメ

リカにおいて，心身ともに大きなダメージを受けた

傷演軍人のリハビリテーションや職業訓練(社会復

帰支援活動)に園芸が作業療法の中に導入され，成

功を収めた.特にベトナム戦争におけるゲリラ戦法

に苦しみ，目の前で仲間が殺されたり，自分自身も

身体に障害を受けたり 24時間気の休まらない状況

で精神面での障害を抱えた傷演軍人は，当時の精神

医学や作業療法では，いわゆる社会復帰という前向

きな感情にならなかったとされている.そのような

状況下で閏芸活動は，作業療法の考え方にのっとっ

て行われたため，作業療法と結びつき，園芸療法が

再評価されていく.それに対する解釈と応用範囲が

急速な広がりをみせ，アメリカでは大学における園

芸療法士講座が誕生した(第二次世界大戦~1970

年まで)• 

<成長期>

アメリカでは NationalCouncil for Therapy and 

Rehabilitation through Horticulture (NCRTH 1973)， 

イギリスでは Societyfor Horticultural Therapy (HT， 

Thrive 1978)が生まれ，園芸療法の推進と療法土の

育成を目的とする専門機関が誕生した.治療効果の
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みならず，子供・老人を含むなんらかの障害を負う

人びとの社会的権利や生活の質 (QoL)の向上とい

うことにも目が向けられはじめた.京都大学農学部

議菜花井園芸学研究室の資料 (1982) によると，

NCRTHの目的は，①園芸を治療法として使うこと

に関心を持つ人々のネットワークをつくる，②園芸

療法とリハビリテーションプログラムを開発する.

③園芸療法士の専門的技術の進歩，向上をはかるこ

と.であった.そして， 1987年この協議会が rThe

American Horticultural Therapy AssociationJ (略称

AHTA; rアメリカ園芸療法協会J) と改称され，世

界最大とされる園芸療法協会として現在に至って

いる.

2 人間・植物関係学，社会園芸学の

考えの普及経緯

松尾によると， 1983年 AHTAにHomeHorticulture 

and Urban Horticulture (家庭園芸・都市園芸)Working 

Group (以降w.G.)が結成され， Sociohorticulture and 

Horticultural Therapy (社会園芸学と園芸療法)W.G. 

u社会園芸学」の元)と， Floriculture Education (花

き園芸教育)w.G.が結成され.1983年には，パージ

ニア州立工科大学の D. Relf (レルフ)博土らは，

Home Horticulture (家庭園芸) w.G.を Consumer

Horticulture (消費者園芸)w.G.と改称し，生産物を

使う人の重要性を訴えた.そして 1990年に R巴lf博

士は r人間の幸福と社会の発展に対する園芸の役

割Jという初の国際的なシンポジウムを開催し， r人
間・植物協議会:People-Plant Council (pPC) Jが結

成された.

1991 年には，“ HortTechnology" に， Socio 

horticulture Section (社会園芸学部門)が設置され，

1997年 4/6月号から Humanlssues in Horticulture 

部門となってこの分野で1セッションを占有してい

表 1 IPPSの開催年と開催場所

開催 開催年 開催場所

1st 1990 Alexandria， VA， USA 

2nd 1992 N巴wark，N]， USA 

3rd 1994 Davis， CA， USA 

4th 1996 San Antonio， TX 

5th 1998 Sydn巴y，Australia 

6th 2000 Glencoe， IL， USA 

ネ開催予定

開催

7th 

8th 

9th 

10th 

11th 

る状態が継続している.園芸療法が含まれる IPPS

(lntemational People-Plant Symposium) は，表のよ

うなスケジュールで世界各国におけて開催され，

2004年は日本の淡路でも開催されている.また，い

ずれも国際園芸学会(ISHS: lnternational Symposium 

Horticultural Science) の共催を受け， トロントと開

催予定のブリスベン大会は国際園芸学会本会

(IHC : lntemational Horticultural Congress)における

開催となる.

3 各国の園芸療法の実態と

資格制度の確立への動き

人間・植物関係学の国際会議が世界各国で開催さ

れているように，世界各国における園芸や農業との

良好な関係を保ちつつ，その多面的な効用を人間の

幸福(福祉)や保健・医療に生かしていこうとする

動きはアメリカだけではない.いわゆる園芸療法や

園芸福祉の考え方は，世界各国でそれぞれの特徴を

もって広がっている.

(1)アメリカ・カナダの園芸療法の現状と資格制

度

アメリカ・カナダにおける園芸療法の実践場とな

るのは，きっかけとなった退役軍人のための病院・

施設での活動も継続されているが，主に精神科や身

体的リハビリテーション病院で実施されている.そ

れに伴い，実用化されている評価表として最初に確

立したのは，ニューヨーク州立大学ラスクリハビリ

テーションセンターが作成した評価表であるが，そ

の 71の評価項目の内 28が機動的・身体的項目であ

り， 17が認知的項目である.

その他，認知症専門病院・施設や発達障害児病

院・施設およびターミナルケア施設など多様な場面

でも実施されている.この地域特性とも言えそうな

のが，アルコールを含む薬物依存症患者や家庭内暴

開催年 開催場所

2002 Toronto， Canada 

2004 Awaji， ]apan 

2006 Seoul， Kor巴a

2010 Truro， Nova Scotia， Canada 

2012 Venlo， Netherlands 

12thキ 2014 Brisbane， Australia 
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力やレイプなどによる PTSDや引きこもり者に対す

る園芸療法であろう.なかでも研究データが多数報

告されているのは，認知症を含む老年期障害分野に

おける園芸療法の適応であり，その効果を期待して

アルツハイマー型認知症患者のための病院には「パ

ラダイスガーデ、ンjという専用のガーデンが併設さ

れることが多い.施設には，他にも多様な庭や園芸

スペースが存在するが，オールドファッションガー

デン」などの名称で，施設利用者の世代に合った植

物や備品をそろえ，いわゆる自然な回想法的な効果

も狙っているケースも多く認められる.

この地域での活動場所の確保は，広大な敷地を生

かした本格的な農業・園芸スペースであろうと思わ

れがちだが，実際の対象者は何らかの障がいや苦痛

を有している方々であるため，建物の入り口付近等

のフリースペース，ベランダおよび屋上などの緑化

による活用を取り入れているケースが多い.その場

合，園芸作業が行いやすいようにレイズドベッド

(立ち上がり花壇)の考え方や自助具の考えにより

工夫された園芸用品を活用することが基本となっ

ている.

アメリカ・カナダに共通して言えることだが，臨

床場面においては，作業療法助手などの立場で就労

するケースもあるため，その場合は登録資格 (HTR

など)の有無にこだわらない関係者も多いのが現状

である.

1987年に AHTAは，設立と同時に同協会が認定

する公的認定資格制度を確立した.資格制度として

は，登録資格である R巴glS回.tionランクの制度のま

ま現在に至っているが，臨床実践と座学の両方が要

求される.カンザス州立大学の農学部園芸学科園芸

コースおよび大学院には I園芸療法コース」があ

り，そこでの単位と様々な臨床実習の補足によって

も，獲得ポイントに沿った資格が与えられる.

HTA:短大卒程度の資格(園芸療法助手)• 

HTR:大学卒程度の資格(園芸療法土).実習が

2000時間に満たない人は HTR-Pro.

HTM 大学院卒程度の資格(高等園芸療法士)• 

尚，カナダ園芸療法協会(CHTA: Canadian 

Horticultural Therapy Association)は，インターンシッ

プ，就職の斡旋や教育プログラムを実施しているが，

資格制度は AHTAの制度を活用している.

(2) 欧州における園芸療法の意識と資格制度の考

え方

イギリスは，園芸療法の考え方としての歴史は最

も古い国であるが，組織化されたのは 1978年 IHTJ

から進化した IThriveJ という小規模の全国慈善団

体の創立が最初とされており I障害をもった人々

の生命を支えるガーデ、ニング(広義の園芸)Jをス

ローガンとしている.活動主要項目に I療法とリ

ハビリテーション」が含まれ，園芸療法の考え方で

の普及・活動を推進している.アメリカ同様様々な

場面での適用が個々みられており，中でも，海外か

らの研修者を多く受け入れ，教育・普及活動を積極

的に行っている.日本においても，講習会を実施し

認定書を発行しているが，公的な資格認定への動き

は見られない.

一方，知的発達障害者のための「スペシャルオリ

ンピック」に参加するための訓練としても園芸療法

を活用している点も特徴の一つであろう.

ドイツでは， I Garten und Therapie (Garden and 

Therapy) Jという組織があり，自然と人間の関係学

的な取り組みが進んでいる.森林セラピーが保険保

養の対象となっており，その中に園芸療法的な活動

も含まれている.そのためか，園芸療法士の資格制

度などの動きは顕著ではない.

欧州全体での園芸療法に関する動きをみると，

2006 年~2010 年の 5 年間「コスト・アクション 866

グリーンケアJというプロジェクトにおいて I人

聞の心身の健康と生活の質を改善する目的で農業

と緑の世話を実行するJというポリシーが掲げられ

た.最終年となった 2010年の大会は， ドイツの

Witzenhausenで開催され，大会のスローガンは「科

学的な知識を増やす」ことであった.しかしながら，

本質的なエビデンス(立証データをもとにした成

果)の構築にはさらに時間が必要という印象であっ

た.

現在，欧州に「コスト・アクション 866 グリー

ンケア」に続く大型プロジェクトは存在していない.

医療・保健・福祉分野においては，人間と自然との

共生を健康に生かすのは当然という考えが背景に

あり，園芸療法土の資格制度への関心も全体的に広

がらない要因の一つになっているようである.

(3)韓国における園芸療法の現状と資格制度

韓国園芸療法協会 (KHTA: Korean Horticultural 

Therapy Association) は， 2年間の準備期聞を経て
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1999年に正式に設立された.その後園芸福祉の考え

方も導入し，園芸療法と園芸福祉の概念を統合した

形で韓国園芸療法園芸福祉協会(略称は閉じく

KHTA) を2007年に立ち上げた.

発足当初の KHTAは，韓国国内に園芸療法を普及

させることに全力をあげ，現在①アドバンス園芸療

法士，②園芸療法士レベル 1，③園芸療法土レベル

2および④園芸福祉士といった 4つのレベルの資格

制度が存在する.2012年現在，園芸療法土の有資格

者数はおよそ 2，000人にのぼり，いろいろな人々の

ために社会福祉組織，作業療法リハビリテーション

施設，病院，保健所，学校などおよそし 700の施設

で実施されている.まだ常勤での就職口が少なく給

与面などの課題もあるものの，園芸療法士の資格制

度が国家資格を得て医療保険対象の療法として認

められるために， KHTA関係者一同が努力し続けて

いる.

このように韓国の資格制度の考え方が世界で最

も進んだ理由として，資格制度が乱立せず KHTAに

統ーされていること，多数の大学・農業大学校など

の教育機関のプログラムとして園芸療法が学べる

こと，大学院のマスターコースやドクターコースで

の実践活動がすぐに事例報告として学会で多数報

告されることなどがあげられる.

(3)日本における園芸療法の現状と資格制度

1990年頃より，日本でも短大・大学で講義が開講

され， 2002年 9月より淡路景観園芸大学(現兵庫県

立大学)がコースを開設し，大学卒業程度の者が 1

年の履修により兵庫県の「園芸療法士」の資格が取

得できることになった.開学当初は，卒業後さらに

l年程度の有給の実践 (2000時間以上)を行うこと

で，アメリカ園芸療法協会のHTRが取得できたが，

このシステムは現在廃止されている.

2002年度より，全国大学・短期大学実務教育協会

(JAUCB)が，一定のカリキュラムを終了した場合

は園芸療法土の任意資格を取得することができる

システムを構築した.その他任意に資格制度を構築

する団体が複数現れたため，人間・植物関係学会が

各種資格を統合することを目的に，学会認定の資格

制度を 2005年 4月に制定した.具体的には，園芸

療法アシスタント (HTA)，登録園芸療法士 (HTR)， 

高等園芸療法士 (HTM)の申請受付および試験が開

始された.2008年には人間・植物関係学会から独立

する形で[園芸療法学会Jが設立され，資格制度は

そのまま「園芸療法学会Iに移行することになった.

国家資格である作業療法士を育成する作業療法

学科において，九州保健福祉大学と大阪河崎リハビ

リテーション大学では，全国で初めて 2007年度か

らJAUCBの園芸療法士の資格が取得可能となった.

九州保健福祉大学では，在学中 (3年生修了後)に

申請可能であり，ダブルライセンスとしてすぐに勤

務可能である.一方，河崎リハビリテーション大学

では卒業後作業療法士の資格取得確認後に申請が

可能となる.

4 アメリ力匡韓国・日本における園芸療法士の

資格制度からみた日本における園芸療法の今後

日本の園芸療法のレベルは他国同様まちまちで

あり，資格制度の統ーもなされていない状況では，

当面は作業療法士などの医療側からアプロ チを

行うリハビリテーションの専門家と組んで、活動す

ることが必要となる.しかしながら，医療側からの

アプローチだけでは園芸療法の多面的な効用を十

分に生かしきることは困難であり，栽培や園芸植物

に対する知識や活用方法のアイデアは，農業・園芸

側からのアプローチがあるとさらに充実すること

は間違いないため，一日も早い園芸療法士の真の独

立が望まれる.

日本における学会組織である JHTAを中心に，多

様な資格制度の統ーを目指すことが，資格制度のレ

ベルアップにつながるものと考えられる.実際に，

最も国家資格の制度確立に近いとされている韓国

には， KHTA以外の資格を排出す機関は存在しない

し，先行していたアメリカは意志統ーができず足踏

み状態である.

その上で，①患者への心身の医療・保健・福祉的

効用をさらに普及させ，②養成校は，一般人対象の

プログラムと看護師，作業療法士，介護福祉士など

の専門職別のプログラムを構築することでどの分

野からも勉強できる仕組みを構築し，③介護手法専

門園芸療法や認知症などの症状別の専門園芸療法

士を養成する.などの考え方で全体のレベルアップ

を進めていくことが必要と考えられる実際の研究

成果として，日本独自の知的障害者授産施設用の評

価表(小浦 2003)や表情の変化がわかりにくい認

知症者などに対する笑いのフェーススケールが開
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発されている (Koura2006). このような研究を推

進していくことで，日本独自の園芸療法や園芸福祉

の普及が可能となるはずである.そのようなエピデ

ンスの構築がなされた場合，日本における園芸療法

士として，診療報酬対象の国家資格を目指す体制作

りができるものと期待される.
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